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大きなメリットをもたらすソリューション
SGI Infinite Media Library(Infinite ML)は企業レベルでコラボレーティブにデジタルア

セットの管理が可能なトータルソリューションです。コンテンツの制作や送信、配信をより円滑

に管理したいとお考えの組織に、様々なメリットをもたらします。従来のパッケージ・アプリケー

ションと異なり、Infinite MLはさらに多様な性能を付加することで、デジタルコンテンツの管

理を大企業レベルで行えるように機能を拡張することが可能です。SGIの誇るこのソリュー

ションには、以下のような特長があります：

・組織が世界中に分散し、複数のプラットフォームを通じて利用する際にもシームレスな拡張を

行える高いスケーラビリティ

・光ファイバーによる強力な広範囲のネットワークでのコンテンツ共有機能

・現在利用しているデジタルアセット管理ソフトウェアとの迅速な統合

また、安定性の高いSGI Infinite MLの Asset Management Protocol（AMP）によって、

ソフトウェア開発企業やアプリケーションサービスプロバイダ、さらに各企業のIT部門は、製品

の開発や発表までに要する時間を大幅に削減できるようになるのです。

高度なスケーラビリティ：ビジネスの成長にあわせその時々に必要なシステ
ムへ拡張
SGI Infinite MLを利用して、デジタルアセットの保管、保護そして管理を行う場合、始めから

マスタープランを実行するための設備すべてを揃える必要はありません。Infinite MLは高い

フレキシビリティとスケーラビリティを誇り、その時点でもっとも業務に必要なシステムだけを

考慮して、その規模にかなったレベルのソリューションを導入できるように配慮されています。

後にビジネスの拡大によるニーズの変化にあわせて組織内のデジタルアセット管理ソリュー

ションを強化したり拡大することができように設計されているのです。

またInfinite MLでは、お客様のデジタルアセットを組織内のグループ間で共有・保護すること

ができ、システム管理者もすべてのクライアントからデジタルアセットをリポジトリ間で転送し

たり、管理を行うことが可能となっています。

高度な管理性とコンフィギュレーション
Infinite MLでは、オリジナルおよび変更が加えられたものも含め、あらゆるデジタルアセット

の管理を行うことができます。またテキストファイルからメディアストリーミング用のファイルま

で、様々なフォーマットのデジタルアセットを一括して管理できるように配慮されているのです。

SGI Infinite MLでは、お客様がご利用の環境に最適なテクノロジを活用してシステムを集中

化できるように、コンフィギュレーションの容易さを追求しています。Infinite MLには以下のよ

うな最新のテクノロジが導入されています：

・一般的なメディアフォーマットにおける自動カタログ化とサムネイルの生成

・サポートしていないメディアフォーマットの特定とサムネイルの生成を行うプラグインの組み込

み機能

・アセットに変更が加えられる毎に履歴を記録するバージョン管理機能

・デジタルアセットのメタデータ属性を明確に識別するためのデータモデリング機能

・ファイルシステム、ストリーミングビデオサーバ、オーディオサーバ、階層型ストレージ管理シス

テム、その他のストレージ機器など様々なコンテンツサーバへのアクセス

特長
クライアント/サーバ環境

・e-コマースに対応、XMLでの出力も可能

・複数の地域に分散したリポジトリをサポート

・LANおよびWAN上でのデジタルアセット管理を行う

Dynamic Transfer Manager

・ユーザのリポジトリへのアクセスを管理

・サブフォルダ利用をサポート

・多岐にわたるファイルフォーマットをサポート

・フレキシブルに構成可能な、ユーザ定義したメタデータ用の

データモデル

・バージョン管理をサポート

・自動的にサムネイルを生成

・シンプルかつ高度なカスタムクエリー

・ユーザおよびグループのセキュリティレベルを個別に定義

可能

・SGI Media Serverの放送用アセットのアーカイブをサ

ポート

・強化されたダイナミックアセットクエリー言語によるWeb

ベースの管理ツール

・Windows®およびMacintosh®のクライアントを開発可能

ソフトウェア開発ツール

・モジュラー方式を採用

・Asset Management Protocol（AMP）のプラットフォー

ムおよびプログラミング言語に依存しないコマンドセット

・テキストおよび画像検索エンジン用のフック搭載

・プラグインの組み込みも可能
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SGI® Infinite Media Library™

技術仕様

サーバ環境

・IRIX® 6.5.14以降、各プロセッサあたり256MB以上のRAM、

Infinite MLサーバ用に300MB以上のディスク領域、メタデータ用

に200MB以上のディスク領域、およびコンテンツ用に1GB以上の

ディスク領域が必要

ソフトウェア開発用ツール

・AMPは、以下のネットワークベースのクライアントESをサポートして

います:Windows、Mac OS、IRIX 6.5以降を含むネットワークベー

スのクライアントOS用

・プラグインアーキテクチャ
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デジタルアセットの容易な管理と有効活用
SGI Infinite MLでは、WindowsやMacintoshのワークステーショ

ンとシステムの統合が容易に開発が可能で、デジタルアセットの保

管、共有、検索および再生を行うことができます。クライアントはグルー

プや施設に渡ったデジタルアセットへのアクセスを個別に定義され、

クエリーやアセットの関係性をもとにデジタルアセットを収集すると

いった活用が可能です。

Webインターフェイスによる容易な管理オペレーション
SGI Infinite MLはWebベースの管理ツールを搭載しており、サーバ

およびクライアントに対する安全かつ信頼性の高いシステムの管理

を行うことが可能です。システム管理者やデジタルアセットのアーカ

イブ責任者は、ネットワーク上のどのデスクトップからでもデジタルア

セットを利用するユーザ、グループおよびリポジトリを管理可能で、ま

たリポジトリ間のデジタルアセット転送やシステムのチェックやログの

確認も行うことが出来るのです。

AMPによるオープンな開発アーキテクチャ
SGI Infinite MLのAMPでは、プログラミング言語やプラットフォー

ムに依存しないオープンなアーキテクチャを採用しており、アプリケー

ションやサービスを開発するデベロッパーがそれぞれの環境において

開発に取り組むことが可能です。Infinite MLのソフトウェア開発ツー

ルには、ライブラリの他にデジタルアセットの識別、収集、保管、閲覧、

クエリー化および保護を行うためのツールが用意されています。また

プラグインを組み込み可能なアーキテクチャにより、ワークフローやメ

ディアの内容の改変などが行えるようにカスタマイズすることが可能

です。このようにソフトウェア開発のフレームワークを広い範囲で確保

することで、Infinite MLに対応したソリューションの構築及び統合を

容易に行うことが可能となり、強力なシステムへと常に進歩していくこ

とになるのです。
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